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Hydropower potential of irrigation ponds in Tottori Prefecture
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	鳥取県におけるため池の水力発電ポテンシャル
	１．はじめに　鳥取県は再生可能エネルギーの利用を促進しており，その1つとして小水力発電が注目されている．中山間地域の多い同県では小河川やため池が点在し，小規模かつ未利用な水力エネルギーが豊富である．しかし，ため池を利用した水力発電は全国的にも例が少なく，鳥取県のため池の有する水力発電ポテンシャルは把握されていない．
	２．水管理決定曲線の改良　モデルを用いた発電量の推定には，個々のため池の取水管理に関する情報が必要であるが，台帳にはそれに関する記載がないため，台帳に記載のある情報を用いて水管理を判断する手法を確立する．台帳に記載のあるため池のうち，モデルを用いて計算を行うため池584基を選定し，各ため池の有する水資源の豊かさを表す分布図を作成した（図１）．図の縦軸はため池の流入許容力（Log（総貯水量/流域面積(mm)）），横軸は灌漑供給力（Log（総貯水量/水田面積(mm)））である．ため池43基の管理者に聞...
	４．おわりに　本研究では，各ため池の取水管理を物理条件のみで判断する水管理決定曲線を作成した．灌漑期を通して見込まれる総発電量は189MWh，出力の合計が221kWであった．より正確な発電量推定のためには，ため池台帳の水田面積情報の更新が求められる．今後は，出力別やため池の水管理ごとに，より具体的な電力の利活用方法の提案および実証試験を行うこことで，ため池を利用した水力発電の導入促進が望まれる．



